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【手続補正書】
【提出日】令和2年10月19日(2020.10.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　正極活物質、導電材、バインダー、有機ポリマー、及びNメチルピロリドンを含有し、
　前記有機ポリマーは、
　その濃度が０．００１質量％以上３質量％以下であり液温が２５℃のNメチルピロリド
ン溶液中で、曳糸性を示す有機ポリマーであり、
　前記正極合剤ペーストの全固形分量に対する、前記有機ポリマーの含有量が、０．００
１質量％以上０．０３質量％以下である、リチウムイオン電池用正極合剤ペースト。
【請求項２】
　前記有機ポリマーの重量平均分子量が、２２０万以上３０００万以下である、請求項１
に記載の正極合剤ペースト。
【請求項３】
　前記有機ポリマーがエチレンオキサイドに由来の構成単位を含む、請求項１又は２に記
載の正極合剤ペースト。
【請求項４】
　前記正極活物質の含有量は、前記正極合剤ペーストの全固形分量に対し、８０質量％以
上である、請求項１に記載の正極合剤ペースト。
【請求項５】
　前記正極活物質が、リチウムニッケル含有複合酸化物である請求項１から４のいずれか
の項に記載の正極合剤ペースト。
【請求項６】
　有機ポリマーとNメチルピロリドンとを含み、前記有機ポリマーがNメチルピロリドンに
溶解しており、
　前記有機ポリマーは、
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　その濃度が０．００１質量％以上３質量％以下であり液温が２５℃のNメチルピロリド
ン溶液中で、曳糸性を示す有機ポリマーである、添加剤組成物。
【請求項７】
　請求項１から５のいずれかの項に記載の正極合剤ペーストを用いて形成された正極合剤
層を含む、リチウムイオン電池用電極。
【請求項８】
　請求項１から５のいずれかの項に記載の正極合剤ペーストを用いて形成された正極合剤
層を含む、リチウムイオン電池。
【請求項９】
　正極活物質と、導電材と、バインダーと、有機ポリマーと、Nメチルピロリドンとを混
合する工程を含み、
　前記有機ポリマーは、
　その濃度が０．００１質量％以上３質量％以下であり、液温が２５℃のNメチルピロリ
ドン溶液中で、曳糸性を示す有機ポリマーであり、
　前記正極合剤ペーストの全固形分量に対する、前記有機ポリマーの含有量が、０．００
１質量％以上０．０３質量％以下である、リチウムイオン電池用正極合剤ペーストの製造
方法。
【請求項１０】
　正極活物質と導電材とバインダーと水とを含むリチウムイオン電池用正極合剤ペースト
の保存安定性の向上方法であって、
　前記正極合剤ペーストの製造過程で、正極活物質と、導電材と、バインダーと、有機ポ
リマーと、Nメチルピロリドンとを混合物する工程を含み、
　前記有機ポリマーは、
　その濃度が０．００１質量％以上３質量％以下であり、液温が２５℃のNメチルピロリ
ドン溶液中で、曳糸性を示す有機ポリマーであり、
　前記正極合剤ペーストの全固形分量に対する、前記有機ポリマーの含有量が、０．００
１質量％以上０．０３質量％以下である、リチウムイオン電池用正極合剤ペーストの保存
安定性向上方法。
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